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Summary

加工食品・低温物流大手のサイバー攻撃事案では、システム遮断が冷蔵倉庫の入出庫と冷凍食品の出荷
に影響し、外食・小売へ波及しました。本記事は、完全防御が困難な前提で、検知、遮断、証跡保全、
代替運用、安全確認、段階復旧を業務単位で設計する考え方を整理します。データの復元だけではなく
、認証、端末、ネットワーク、現場設備、人員、取引先接続が安全に戻ることが業務再開条件です。

Key Points

サイバー攻撃への防御が破られたとき、最優先は被害拡大の阻止です。しかしシステムを遮断す
れば業務も止まります。したがって、侵入防止だけでなく、どこまで止めるか、停止中に何を残
すか、誰が再開を判断するかを、WMS・ERP・認証・通信・電源・人員まで含む業務単位で事前
に設計します。
冷蔵倉庫の入出庫業務と冷凍食品出荷への影響
サイバー攻撃確認とグループシステム遮断措置
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